
17.守山市播磨田東遺跡、
出土の石器

帰属望聞東遺跡l主、 f震j密閉町三安太田 ':，i後 ・2量の前に
所在し、地目li水田である。本遺跡は、(株)積水化学

工業'の宅地造成に先立つ埋蔵文化財確m調査において
発見された弥生時代中期から古城時代前期の援穴式住

'，~'M'を rl '心とした.u計百跡て\野洲"1 1rI分流の江西川Jr.
lit微問地に立地する o f@;w.;綿殺はl昭千fl52年lOJ1から袋
絡したが、今回t;t出土逃物のうち:ri製品(石総)につ
いて総介しよう .

(1 )片刃石斧 幅 5酬 残存長 5.7側

頭部は片側に偏しており、休部は刃部に向ってわず

かずつ内に入る形をとっている。側面は商取りがあり、

ー蘭だけはそれがない。刃部は、使用時に欠けたものか、

減存していない.なお、石材は水成岩の粘板岩系のも

のと忠われる。 ζれは住居跡わきの土ばから出土して

お 1)、i半出造物として弥生式土総W様式の殺がある。

(2) 大型鈴刃石斧 最大幅 7.00i附刃部幅 6.伽師

厚み(残存協)4.40m 残存長 9.10m

丸みを帯びた砂岩系の長い自然石のJ;-部を腐いたも
ので、胸部に自然商を残している。刃苦11と胸部との境
1;1:明瞭ではないが、刃郎先端は鋭い。

(3)小型石斧 会長 6.90rn 枇k:r編 4.4側

J!tみ 2.00rn

全面にわたって、ていねいな感きがかけられており、

刃部は特に鋭い。政部は胸部から納められ、片方に傾

斜する磁をもっておさめられている。sI司都側面1;1:而を

もち、中央部{ま厚くつくられている。刃部は4か所欠

けており、使用時の欠mと思われる。なお、綱審11の溶
きは、およそ 12商(顕苦~ ・ 1胸部上半 ・ 胸部下半 ・ 刃都

にそれぞれ 3簡)にわけで溶かれたようで、わずかな

綾が銭る。その磨きの方向もその簡で区分されている.

(4)柱状石斧 後存長 3.9側 残存中高 1.6orn 

厚み 0.9側

閥、長さともとド析しており会容は不明である。断筒

形は凸レンズグ〉端部を切断したような形で、おそらく

柱状石斧と忽われる。住居内で出土したものである。

左側聞は直線でなく、残存部下織で外に伸びるl移にな

っており、快状の部分をつくり出し、着柄I時にくくり

つけるものと思われる。

(5)管玉① 残存長 2.00111 直後 0.40帥

穴径 0.2酬

滑石製の管玉で、重量穴式住居内から出土している.

なお、この竪穴式住居内からは、他の滑石片が多数出

えしており、別に碧玉片も見られ、工~~療の可能性が

ある。

(6)管玉② 会長1.3酬 直後 0.50rn

穴径 0.30嗣

治石製の管玉で、①と閉じ住居内から出土している.

(7) 用途不明晶

本遺物I立、長さ 2.3側、 ltfil(残存部分)1.30聞である。

粘板岩*'の石材で、緩めて簿〈つくられ、上端 ・下端

とも刃部をつくり出している。左側主総11外商にふくれ

る而をもっ。筒織に刃部をもち、しかも鋭いところか

ら切断用の石総と考えてよいであろう。(ナイフか)

(8)石繊 長さ 2.1側幅1.2酬

サヌカイト製

外刃部は鋭くつくるため押圧剥離してお札突起式

織である.

(9)たたき石 全聞に勝きを加え、断面形を締円形に

したもので、片iiii!:T央には浅いカ叶、さな凶みをつくっ

ている。

(山崎秀二)
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矯鰐回東遺跡出土石告書

18.守山市寺中遺跡出土の

弥生式土器

，、
附仰50rH~の曲培、備の]:.1)い1'1':、水路樹削によリ

~W 1) 111された 1:広が、昭初51Jf"5 Jlι;rlll市殺育委員

会に4ilけらtl.J詳述、現絡を問先したとニろ、矢島町

ィ、~f守 11・と，r-ばれる畑j也の何r.t l.:alけられた *r~ と畑

池内に多民l二:J::j!;の散衡があうた. その1.t1:1:1ンチナ
7 術にも)~ぴ‘続税務の中心郷分j!î <が114m~ Ilたと
考えられる~-':l兄であ 唱 え: 水路の…til)e1>観療から#1:J:、

f本土、阪鰯色砧U:I:、そしてJ.1.¥色イir.lft:l:のJttfjlhrあ
リ、 i1'í 4句 1:1 !1\色イi~警官: 1'. '1'に包含さ Jcて Jl 1)、池袋か

ら約・10酬トドあるの よのj由は後γ、分./!i，iIo!HW よぴU{{
利51tl'l交のhliJJ必悦1ftWtiで、 I.，j .，じ約 2ω 附. 収l尚 1(J() 
刑以上に Ji ぷiï[ ~'A. とわかリ、しかも遺跡lよ弥'ト l時代1jiJ

JilJから予:衣U.rW' まで枇J~ことが判IUJ した

本遺跡IJ.、野洲I11のj'IJh't.ttl!の小火やや刈jJ;¥'t.fリにあ
。、境川から 11か H て.ltítずるIl1 ji可i庄の~l/;t i乱~Jd!に

ある. ょのIIIITJ遣のやIJ.リイiJ;t、本遺跡のIU万約 1"-
には似.iU.t:火他物 ~It.心とする，!Jl野.JhU専や、湖i;t郎

に弥生F年ftfiiJWIの鴻;ffJH兵at跡、;!J:JfIt-l兵.lt遺跡絡が

あリ、1t般的近悔した時代に街製したように l~市怖が

存在するという特徴ある地でもある.以下に.111.1:し

た遺物の鰍合会して.湖1街地方に少ない弥生時代前期

遺跡の総介とした、、.

きて、 111:1:した;1:2:;1立点;敏1':して 1.000.. ~:をAi!す.

種類i:1蛍・ tl11"11心で、他のaf曇IH低めて少な、、.lioJ 
JUl土&の路線のA:しさをそのまま現わしているものと

居、われる.III.-I:at物li弥生時代前期lニ“するもの約20
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%、 rl1J切78%、千創切2%であった.これ以外の遺物で
は古償|時代土師然、 ~Jü広告器、後良時代土r.，凶器、釘必然、

平安時代版物h陶器器がみられた.

.① 口径26側、胸部から大きく外反して直線的にの

ぴる。口紋縦割iには刻自があり、外i1iilま、粗いハケ

EI ;UIJ絞があ 1)、内而には指ナデがある。

.(2) 綱領iから大きく外反して仁i紋部に去る鎖都には、
ヘラによる 1粂の沈線がみられる。口政端部外而に

はおi日がある.口跡古都内外而iには指ナデ商品滋が施さ

れ、 IJ阿部内耐のみハケ回調般がみられる.①より厚

手で口径も小さい。

.① 胸部からゆるく外反し、口絵端部となる。外孤

にはヘラによる 2粂の沈線がみられ、日紋端部lま1<11

自がぬされる.

費①-@

蛍①~③、@、この鶴{主、 E良部にへラによる沈線を
有するもので、多いもので8条、少ないむので l条

である。 |勾耐l孟指おさえののち指ナデで調路してお

り、外耐{レ、ヶを伺いている。形状は①が腕部から

ltlJ{.状に類部がのび、 ②!iへラ沈線を境にくの字形
に折れまがる鎖倒lをむち、③lま鎖宮容が火き〈外にひ

らくらので、⑤Iまゆるく外反する鋭部である。 @Ii

箆 2に
¥- JO:oo(XJil 

~α)0α嘱盗 5

政調1に沈総(へラ) 2~が磁 1) 、ゆるく外反する鎖

苦11に口縁部は少し内i均する.外iiiiにはハケ自制絡が

みられる。

⑥-@Iま、類部にlViりつけ!!:I，郊:をむち、中にはへラ

による沈線と並用しているものもある.⑥は 5粂の

i砧リつけ凸41?がみらit、そilぞれが指おさえにより
i泊りつけられている。形状liゆるく外反する願書目で

ある.⑦は腕部からゆる〈外反する頚部に 3粂の凸

{i¥:と 6粂のへラによる泌総がbIliされているもので、

凸術・の而にはへラによるおさえがみられる。@!孟 l

条の凸{s'と 6粂のおt線カ子地された、ゆるく外反する
頭部である.@はゆるく外反する頭部に 2 条の凸~I\:

と3条のちt線とがあるむので、沈線が先にh1liさ札、
t去に凸*を貼りつけたものであることがわかる。ま
た別の土若草j午には沈紙lを施したあとに、その線上に

粘土を貼りつけた例があり、あるいは、二の績の凸

僚は沈線状にbIliさilたものと考えられるかも知れな
t、。

以上の土1t器類{土、その形態ゃ予法からみて、fiIJJtfJ新

段階に絡するものと考えられる。中JU)の遺物につい

ては、 511)の機会に報告したい.

(山崎秀二)

，、

寺中遺跡出土土器(縮尺率、す)
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19.守山市服部遺跡、出土の
武器形木製品について

服部i盤跨て'1卓、わが同級古の共鳴給付畢『やまと塁手』

をはじめ、微々な7・*製品の出土が知られている.ここ

に紹介する武2n~"-i，製.Il， 2 点{主、そのゆでも特に興味

深いものであlる.

まず①11 、JlIl郎au事A地区第 12~鴻必の周河車内よリ
11¥土をみたもので I筒形木製品」とも弥すべきもの

である.本品lムいわゆる箭の畿の節分と長編{金}

の線分を一本の木から削 0 出したもので、~心部を畿

の縮分に木取リするなど.情Jlな配I置がみられる。全

長55.0側、公制の民さ50.0側、織の部分で筏1.9側、

欠桝の部分で筏 0.9酬の17.さをはか 1)、はは、災物大

と~，ってよい. ふつう. 14噴出土のbの11金長80-85
側と言われ、瓦合院宝物rl'の家良時代の矢t主、矢柄の
長さ7(同余.金総80"""路側とされている

本，ft，1卓、 8うまでもな〈偽造品で、明らかに祭使用
に悶いられたものである.本品が1.'3il陣内111土のもので
あることは上に.i!べたが、径15-16酬をはかる円形周

t胞の北鴻内tこ供献された話訪の答畿内に、台状部へ

先を向け2本並べて置かれていたものであリ、明らか

に意銭的な供献具であることが知られる. ~ j五鴎物内

からは.i骨石製の小]t~点が伴出しておリ、同じ局自陣

内からは、 5jll:紀ぷと考えられる~.rt迫!.~ (杯の葦と身}

の{共献セットのlBLが知ら11..、本品の年代を与える手

がかりをι与えて〈れる.

2 
G卸卓、同し〈服O!il't跡8J&区第23悶ft1磁の周構内よ
りth;tしたもので、 r*方形木製品」と称すべきむの
である. 0.5-0.1¥酬の比較的tlい似を削リ、細工し
たもので、切先がれ I~欠倒しているが、ほほ完形で、

令長53 . 20刷、申1~3 .4 -3.8o酬をはかる. ~J先を-'，生月;JX Iこ

的1)り、 Jt耐に刃をつける.制 (笠)と J)身の境 (鎚)
li、I:r.布とLaをとり、納の部分11内汚し、その先端
l品、再び段をなし. )j 1f~におさめる
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